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	やわらかく見えるものほど、 触れた瞬間に輪郭が立つ。
	隠しているのではなく、 そのまま現れているだけだ。
	表情だけを見ると、穏やかに見える。
	けれど、言葉を発した瞬間に、 場の印象がわずかに変わる。
	強く押し出しているわけではない。 それでも、どこかで輪郭が立つ。
	その差は、演技の幅ではなく、 内側にある強度がそのまま外に現れている状態に近い。
	どんな役を演じても、 その人の輪郭は消えない。
	似ているはずの人物でも、 どこかで同じにはならない。
	役に入っているのに、 存在だけが静かに立ち上がる。
	その立ち上がり方が、 人物の輪郭をはっきりさせる。
	役を選んでいるように見える。
	けれど、内側にある構造に合うものが、 結果として重なっていく。
	オファーであっても、選択であっても、 現れる方向は自然と揃っていく。
	その重なりが、 出演作の傾向になる。
	意思の強さは、 言葉や行動だけで現れるものではない。
	抑えていても、 どこかで表に出る。
	それは操作できるものではなく、 むしろ自然に滲み出るものに近い。
	表現者の仕事は、選択の連続に見える。
	けれど実際には、 内側にある構造に沿って、 重なるものが決まっていく。
	役を選んでいるのではなく、 選ばれている。
	どれだけ演じても、 そこから外れることはない。
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	やわらかいのに、輪郭が立つ。
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